
２ 現状

川崎市橋梁長寿命化修繕計画の改定について

基本方針３ 新技術活用の推進

４ 基本方針

・予防保全型により管理する橋りょうにおいて、損傷が健全度Ⅲまで進行している橋りょうがあることから、

適切な時期に修繕工事を実施することが出来る取組が必要

・近接目視により把握した橋りょうの損傷状況、人件費の高騰などによる工事費の増大、設計基準の改定

（橋りょうの設計供用期間を新たに「100年」として設定）など、現計画策定時からの変化へ対応が必要

・高齢化したストックの増大による修繕工事の増加、維持管理を担う熟練技術者の減少など建設業における

担い手の不足に対して、生産性を向上させるための取組が必要

(２)メンテナンスサイクル

（１）経過と概要

３ 課題

現計画（平成28年３月）

１ 計画改定の要旨

（２）計画の位置付け
・本計画は、国が平成25年11月に策定した「インフラ長寿命化基本計画」に基づき、本市が管理するインフラ

のうち道路施設の１つである橋りょうの個別施設計画として位置付けている

インフラ長寿命化基本計画
【国】

（平成25年11月策定）

インフラ長寿命化計画
【地方公共団体】

インフラ長寿命化計画
【国土交通省など】
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川崎市道路維持修繕計画

川崎市橋梁耐震化計画

川崎市橋りょう長寿命化修繕計画

川崎市総合計画

川崎市橋りょう長寿命化修繕計画
実施プログラム

公共施設等総合管理計画
かわさき資産

マネジメントカルテ

関連計画

川崎市インフラ長寿命化基本計画の体系 【本計画のＳＤＧｓ】

（ ）

・・・・・・・・ ・・・・・・・・

(１)管理方法

「現状」と「課題」を踏まえ、次の３つの基本方針を定める

当初計画（平成22年12月）

（４）計画期間

定期点検の結果を分析し、持続可能なメンテナンスサイクルにより橋りょうを管理

全ての橋りょうでライフサイクルコストを算出し、効率的な方法で橋りょうを管理

道路メンテナンスに関わる新たな動向を的確に捉え、新技術の活用を推進

基本
計画

行動
計画

個別
施設
計画

（３）計画の目標

誰もが安全・安心に道路施設を利用できるよう、施設の機能を確保

(３)点検結果

川崎市全体
607橋

予防保全型
162橋

261橋
43％

318橋
52％

28橋５％

対症療法型
221橋

更新前提型
224橋

管
理
方
法

健全度Ⅰ 健全度Ⅱ 健全度Ⅲ 健全度Ⅳ凡例：

10橋６％

13橋６％

５橋２％

39橋
24％

113橋
70％

98橋
44％

110橋
50％

124橋
56％

95橋
42％

（平成26～30年度）

※健全度Ⅳ ０橋

左記以外

更新

人道橋 対症 － － 更新

予防

５～15ｍ 対症 対症 対症 対症
人道橋
以外

橋
長

15ｍ以上 予防 予防 予防

５ｍ未満 － 更新 更新

重要度

跨線橋
・

跨道橋
緊急輸送道路

バス路線
左記以外

更新

人道橋 予防 － － 更新

予防

５～15ｍ 予防 予防 対症 対症
人道橋
以外

橋
長

15ｍ以上 予防 予防 予防

５ｍ未満 － 更新 更新

重要度

跨線橋
・

跨道橋
緊急輸送道路

バス路線

計610橋

麻生区
99橋
16%

多摩区
211橋
35% 宮前区

107橋
18%

高津区
86橋
14%

中原区
76橋
12%

幸区
15橋
２%

川崎区
16橋
３%

管理橋りょう数
（令和２年３月末時点）

ア 管理方法のタイプ

長寿命化修繕計画策定

橋梁点検

劣化予測
計画の見直し

修繕の実施

Ｐlan

Ａction Ｄo

Ｃheck

実施プログラムへ
反映

・橋りょうは、河川や鉄道などで隔てられた地域をつなぎ、都市の骨格を形造るな

ど、都市の機能を支える重要なインフラ

・本市が管理する道路橋は、610橋（令和２年３月末時点）

この内、建設後50年を経過した橋りょうの割合は、43％

・平成22年12月に「川崎市橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、ライフサイクルコス

トの縮減と予算の平準化を目的として、予防保全型の管理方法を導入

・平成26年７月に道路法施行規則が一部改正され、近接目視による定期点検（５年

に１回）が義務化

・平成28年３月に「川崎市橋梁長寿命化修繕計画」を一部改定し、全ての橋りょう

での近接目視による定期点検の実施、及び予防保全型により管理する橋りょうの

対象を拡大

・平成31年３月に近接目視による定期点検（１巡目）が完了

全ての橋りょうを予防保全型へ移行し、持続可能で効率的な維持管理を図ることを

目的として「川崎市橋梁長寿命化修繕計画」を改定
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川崎市
総合計画

川崎市橋りょう
長寿命化修繕計画
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一
部
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検
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損傷が進行した段階で大規模な補修を実施
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最低限の補修のみ実施。損傷が深刻化した段階で架替損傷が軽微な段階で予防保全的な修繕を実施
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修繕の実施事例
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基本方針２ 効率的な維持管理の実施

基本方針１ 持続可能な維持管理の実現

（鋼桁の塗装の塗り替え）



５ 取組内容

健全度Ⅰ 健全度Ⅱ 健全度Ⅲ 健全度Ⅳ

イ 橋長５ｍ未満の橋りょうは、比較的健全度が良いことを確認。また、橋長が長くなるほど、健全度が

悪いことを確認
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（２）点検結果の分析［部材単位］

道路橋点検用ロボット実証実験（中原区 上子橋）

本市管理橋を実証実験フィールドと

して提供し、新技術の開発企業によ

る「点検支援技術性能カタログ(案)」

への追加掲載を支援

塗装周期延長耐食鋼（川崎区 羽田連絡道路）

塗装サイクルを約２倍に延長し、塗替え

費用を縮減

開発された新技術を活用し、

ライフサイクルコストを縮減

（１）点検結果の分析［橋りょう単位］

（３）道路メンテナンスに関わる動向
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ア 近接目視による点検結果を考慮し、確度の高い修繕
サイクルを設定

国において、１巡目の点検結果

を踏まえ、定期点検の更なる効

率化・合理化に向けた取組が推進

管理区分ごとに、管理方法別（予防保全型・対症療法型）のライフサイクルコストを

比較し、コストが低い管理方法により橋りょうを管理
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持
管
理

新
技
術
の
活
用

川崎市
全体
607橋

261橋
43％

318橋
52％

28橋５％

近接目視による点検結果を橋りょう単位で分析

部材単位で将来の劣化を予測し、ライフサイクルコスト

の算出方法を見直し

イ 劣化予測に基づき、修繕サイクルを設定する部材を
拡大

「橋梁定期点検要領」（平成26年６月策定）

「新技術利用のガイドライン (案)」（平成31年２月策定）

点検結果を「修繕工事の優先順位付け」に反映し、より適切な時期での修繕工事の

実施、及び、予算の平準化を図る

無人航空機による点検

赤外線による非破壊検査

点検結果（平成26～30年度） ア 重要度において、｢跨線橋・跨道

橋｣｢緊急輸送道路｣｢バス路線」

｢上記以外｣を、それぞれ｢溝橋以

外｣と｢溝橋｣に細分化

点検結果の分析等 改定内容

凡例：

「点検支援技術性能カタログ（案)」（平成31年２月策定）

改定計画

全ての管理区分を

予防保全型により管理

現計画
管理区分

橋長５ｍ未満
184橋

108橋
59％

72橋
39％

４橋２％

橋長５～100ｍ
406橋

19橋５％
150橋
37％

237橋
58％

橋長100ｍ以上
17橋

５橋
29％

３橋
18％

９橋
53％

イ溝橋
81橋

48橋
60％

31橋
38％

２橋２％

ア
溝橋以外

526橋
213橋
40％

287橋
55％

26橋５％

点検結果（H18～25年度） 点検結果（H26～30年度：近接目視）● ●

各部材の劣化曲線
凡例：

劣化曲線（80%信頼区間） 劣化曲線

ア 劣化予測［コンクリート床版の例］

ア ｢溝橋｣は、｢溝橋以外｣と比べて健全度が良いことを確認

改定の効果（ライフサイクルコスト）
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現計画 改定計画

約670億円

約80億円

約670億円

約150億円

※健全度Ⅳ ０橋

今後も技術開発の進展に応じ、

新たな技術が「点検支援技術性

能カタログ(案)」に追加掲載さ

れる予定

優先度（100点）＝ 損傷度（50点）＋ 損傷進行性に対する影響度（10点）

＋ 重要度（30点）＋ 架替に対する影響度（10点）

費
用
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｜ ｜ ｜｜

予防保全型
対症療法型

修繕
サイクル

修繕
サイクル

修繕
サイクル

約50％
縮減

掲載技術

経過年数

対症
予防

予防 予防

左記以外

　 更新

人道橋 　 予防 － － 　 更新

　 予防

５～15ｍ 　 予防 　 予防 　 対症 　 対症
人道橋
以外

橋
長

15ｍ以上    予防    予防 　 予防

５ｍ未満 － 　 更新 　 更新

重要度

跨線橋
・

跨道橋
緊急輸送道路

バス路線

イ 架替に対する影響度において

｢橋長100ｍ未満｣を｢５～100ｍ｣

と｢５ｍ未満｣に細分化

損
傷
程
度

a

c

b

d

e
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

経過年数

｜ ｜｜｜｜ ｜｜ ｜ ｜

修繕サイクル 40年

ライフサイクルコストの算出（イメージ）

改定計画現計画

※健全度Ⅳ ０橋

イ 橋りょうの構造（修繕サイクル）

凡例： 新規設定 既設定

跨線橋・跨道橋

緊急輸送道路

バス路線

上記以外

橋長100ｍ以上

指標

重
要
度

架
替
に
対
す
る

影
響
度

10

橋長100ｍ未満 0

10

0

30

20

区分 点数

跨線橋・跨道橋

緊急輸送道路

バス路線

上記以外

橋長100ｍ以上

橋長５～100ｍ

橋長５ｍ未満

10

5

0

10 5

0 0

30 15

20 10

区分
点数

溝橋以外 溝橋

（平成31年２月）

16技術 → 80技術 に拡充

約70億円/100年 縮減

支承

排水施設

橋脚［40年］

主桁(コンクリート)橋台［40年］

防護柵・高欄

地覆
舗装［15年］

（鋼製・ゴム製）

伸縮装置［30年］

塗装周期
延長耐食鋼

横桁(コンクリート)
※更新前提型については、

対症療法型により費用を算出

２

（令和２年６月）

左記以外

　 予防

人道橋 　 予防 － － 　 予防

人道橋
以外

橋
長

５ｍ未満 － 　 予防 　 予防

　 予防

５～15ｍ 　 予防 　 予防 　 予防 　 予防

15ｍ以上    予防    予防 　 予防

重要度

跨線橋
・

跨道橋
緊急輸送道路

バス路線

※


